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研究成果の概要（和文）：　本研究は日韓の歴史認識問題に関して、戦後初期と1990年代を中心に再検討すると
いう計画の下で、研究を行った。まず、戦後初期と1990年代のマスメディア資料、文学関係資料、映画・ドラマ
関係資料を体系的に調べ、目録を作成した。
　2016年2月にシンポジウム「日韓の相互認識と歴史認識――戦後の映画と文学を中心に――」を開催し、また
2017年2月に「メディア/大衆文化の日本・韓国――失われた朝鮮映画を求めて――」を開催し、シンポジウムの
組織とともに、日韓の歴史認識に関する発表を行った。また慰安婦問題をめぐって、2017年3月に韓国全南大学
校で研究討論会を行い、発表と意見交換を行った。

研究成果の概要（英文）：I started this study under the plan that I reexamined mainly on the early 
post-war period and the 1990s about the issue of Japan-Korea history recognition. At first I checked
 the mass media documents of the early post-war period and 1990s, the documents about literature, 
and  movies, dramas. I checked those documents systematically and made a list.
 And I held a symposium about "Japan-Korea mutual recognition and history recognition : mainly on 
postwar movie and literature" in February, 2016, and held a symposium about "The media / mass 
culture of Japan and Korea : searching for the lost Korean movies"  again in February, 2017.  With 
the organization of the symposiums I conducted presentations about the problem of Japan-Korea 
history recognition. In addition, over the issue of Charity Dame, I performed a study panel 
discussion in Korean Chonnam University in March, 2017 and exchanged opinions with presentation.

研究分野： 日韓比較文学、日韓比較文化
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１、研究開始当初の背景 

（1）2011 年に韓国の憲法裁判所で、韓国

政府が元慰安婦の対日損害賠償請求権問題

に関して努力をしないのは憲法違反である

という判決が出され、それを受けて当時の

李明博大統領は 2012 年に独島（日本名：竹

島）に抗議の意味を込めて上陸した。これ

を受けて日韓の関係は悪化し、歴史認識問

題が日韓の間での政治的な問題として浮上

した。 

 韓国文化の研究者として、この歴史認識

問題に関しては日韓のコミュニケーション

ギャップがあることを痛感し、この問題を

解決するためには歴史認識が形成される過

程を再検討しコミュニケーションギャップ

の解消に努めるべきだという判断の下、本

研究をスタートさせることになった。 

（2）コミュニケーションギャップの大きな

原因は二つあるものと考えた。その一つは

戦後初期に韓国が日本の植民地支配から解

放され独立国家として立ち上げられる際に

形成された韓国の歴史認識やアイデンティ

ティと、戦後の日本を立ち上げるに際して

のそれらとの間で日韓の認識が食いちがっ

ておりコミュニケーションの障害となって

いるであり、また第二点として、1990 年代

に韓国が民主化を行いそれまで軍事政権の

下で抑圧されてきた慰安婦問題や独島（竹

島）問題などが本格的にメディアに登場す

るようになることに関して、日本側の認識

が不足している点の二つを重要なコミュニ

ケーションギャップの問題として設定した。 

 

２、研究の目的 

（1）日韓の歴史認識問題を解決していくた

めには、日韓の間でのコミュニケーション

ギャップを解きほぐしていく必要性を痛感

したため、戦後の時期に遡って日韓のコミ

ュニケーションギャップの生じることにな

った背景と原因について明らかにすること

を研究の目的と設定した。 

（2）その目的のため、第一に戦後初期に形

成された韓国の歴史意識およびアイデンテ

ィティのあり方と、また同時期に形成され

た戦後日本の歴史意識およびアイデンティ

ティとを比較検討することを第一の課題と

した。その課題のために、①マスメディア

での歴史意識の形成と展開、②文学での歴

史意識の展開と変化、③映画・ドラマでの

歴史意識の形成と変化、という３つの方法

を設定した。 

（3）また、韓国の民主化が進んだ 1990 年

代の変化に関して、その時期の日韓での歴

史意識の展開や変化の様相を検討すること

を第二の課題とした。民主化によって韓国

ではそれまでタブーとされてきた慰安婦問

題や独島（竹島）問題などがメディアによ

って本格的に提起されることになった。し

かし、同時期の日本ではそのような歴史的

な文脈については十分な理解が不足してい

たため、そこにコミュニケーションギャッ

プが生じることになった。そのため、特に

1990 年代のマスメディアと映画・ドラマと

を取り上げて検討することとした。 

 

３、研究の方法 

（1）戦後初期の韓国と同時期の日本での歴

史意識とアイデンティティの問題を追及す

るために、①マスメディアにおける歴史意

識の形成と展開、②文学での歴史意識の展

開、③映画、ドラマにおける歴史意識の形

成と展開、という３つの方法を設定した。



基本的な資料調査を行い、その上で重要な

作品を選定して相互に比較するという方法

をとった。 

（2）1990 年代の韓国での歴史意識の変化

に関しては、①光州事件（1980 年）のマス

メディアでの表象が変化していく過程を検

証した。②また、文学作品、映画・ドラマ

において慰安婦の表象が変化していく経緯

を検証した。③また、同時期の日本での文

学作品や映画・ドラマとの比較という作業

も同時に行った。 

（3）それらの作業を行うとともに、2016

年、2017 年にシンポジウムを開催し、戦後

の日韓の歴史意識と相互認識をめぐって相

互のコミュニケーションと問題の共有を図

った。また、慰安婦問題をめぐって韓国で

研究討論会を行い、日韓の問題意識のギャ

ップを議論し、意見交換を行った。 

 

４、研究成果 

（1）戦後初期の文学作品と映画作品につい

て資料調査を東京の近代文学館、フィルム

センター、またソウルの映像資料院、国立

図書館などで行い、基礎となる資料目録を

作成した。 

（2）戦後初期の韓国と日本で、歴史意識や

アイデンティティに関係すると思われる文

学作品や映画作品についてピックアップし、

それを基にして相互比較する作業を行った。 

（3）2016 年 2月 13 日にシンポジウム「日

韓の相互認識と歴史認識――戦後の映画と

文学を中心に――」を東北大学国際文化研

究科において開催し、日韓の研究者による

問題の多角度からの接近を試み、相互の意

見交換を行った。佐野は「戦後の日韓の映

画における主体の形成――崔寅奎『自由万

歳』と黒澤明『わが青春に悔なし』――」

の発表を行い、新たな戦後社会を担う「主

体」を立ち上げることが戦後初期の韓国と

日本において切実な問題であったことを明

らかにした。また、戦後初期における日韓

の歴史意識やアイデンティティはむしろ共

通する要素を多く持っていたことを指摘し

た。 

（4）1990 年代の日韓での歴史意識とアイ

デンティティに関しては、まず代表的な文

学作品と映画作品に関して、資料調査を行

い、基礎的な資料目録を作成した。そのう

えで、重要な作品をピックアップし、比較

する作業を行った。 

（5）特に韓国の民主化運動を検討するうえ

で、1980 年に起こった光州事件をどのよう

に評価し、また文学や映画で表象していっ

たのかを検討することは重要な課題だと考

えられたため、韓国の光州市を訪れ 518 記

念館や全南大学校 518 資料館などでの資料

調査を行った。 

（6）同様に従軍慰安婦についてもやはり

1990年代に全国的な問題として浮上したこ

とが見られるが、慰安婦問題が浮上したこ

とは韓国の民主化ということと切り離せな

い側面を持っており、そのことの認識を日

本では十分に持っていないことが指摘でき

る。そのためにコミュニケーションの大き

なギャップが生じており、この民主化→民

主的マスコミの登場→慰安婦問題の浮上→

ドラマによる国民的な認識の広まり、とい

う一連の事態を認識し共有することで、両

国のコミュニケーションギャップはいくら

かでも埋めることができるのではないかと

考えられる。 

（7）シンポジウム「メディア/大衆文化の



日本・韓国――失われた朝鮮映画を求めて

――」を日韓の研究者によって 2017 年 2月

24 日に開催した。佐野は「1980～90 年代の

メディア的変動の中の日韓関係」という発

表を行い、慰安婦問題の浮上などをめぐっ

て討議を行った。1980 年代の日本と韓国で

は同様に新世代が現れていくものの、その

「主体」の内実は大きく異なり、むしろ対

照的といってもいいものだったこと、韓国

での歴史認識問題の浮上と、日本でのそれ

に対するコミュニケーションギャップは、

そのような 1980 年代の新世代の「主体」の

対照的な性格にも拠っていることを指摘し

た。 

（8）2017 年 3 月には韓国全南大学校で慰

安婦問題をテーマとした研究討論会を持っ

た。そこで佐野は「『帝国の慰安婦』をめぐ

るいくつかの問題」という提題発表を行い、

討議を行った。 

（9）結論的に、日韓の歴史認識問題が大き

な政治的・社会的な問題となったのは、戦

後直後よりむしろ韓国の民主化が進んだ

1990年代のことであることが明らかとなっ

た。韓国では民主的メディアの登場によっ

て慰安婦問題、独島（竹島）問題などのタ

ブーとされてきた問題が浮上したのに対し

て、1990 年代の日本では歴史的・社会的な

コンテクストから切り離された新世代が登

場し、コミュニケーションギャップが広が

ったものと考えられる。そのため葛藤と対

立が広がり、現在に至っている。この現状

を打開するためには、1990 年代以後の韓国

の民主化の中での歴史認識問題の国民的浮

上という文脈を理解し共有したうえで、和

解の道を探るという作業が必要となるだろ

う。 
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